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「情報基礎論」について
兼任講師 養i老 憲 二
「コンピュー タ概論」から 「情報基礎論」へ と名前が変わ りました。 コンピュータという有体物
から 「情報」 とい う、実体のつかみに くい名称への変化で した。明治大学の情報科学センターか ら
出されたガイ ドに沿って、何 をどう伝 えるか を考 え続けた1年 あまりで した。いわゆ る「情報理論」
での情報だけで もなさそうです し、「情報化社会」とい う言葉の情報では漠然 としす ぎている、 とい
うのが感想でした。
自分 自身の、確 たる「情報基礎論」があるわけではあ りませんが、現在考 えている事項を述べて、
各位のご意見を賜 りたいと思います。
(1)情報機器教育 につ いて
コン ピュー タの動 作原理 の理 解が 必要か、 とい う議 論が あ ります。 そ うい う知 識 の必要 で ない コ
ンピュー タが理想 だ と思い ます。 しか し、現状 の機器 は、未 だ そ うな ってはい ませ ん。や りた い内
容 によ っては、 か な り高度 な知 識が要求 され ます。 ま た、 コン ピュー タや ソフ トウェア をブ ラ ック
ボ ックス化す るこ とに疑問 を感 じます。 情報 を処理 ・加工 す る装置 と して、 コン ピュー タは キー ・
コンポーネ ン トです。 直接 目で見 た りした情報 を1次 情 報、望 遠鏡 な どの装 置用 い て見 た情 報 を2
次情 報 とす るな ら、 コン ビュ 一ー一タを用 いて処理 ・加 工 した情報 は3次 情報 に あた ります。 ど う加工
され たか を知 る能 力 は必要 だ と思 います。
プ ロ グラム(ソ フ トウェア)教 育 にっ いて も同 じこ とが 言 え ます。 プ ログ ラ ミン グを して コン
ピュー タを動 かす時代 ではあ りませ んが、エ ン ドユー ザ ・コ ンピュー テ ィン グの必 要 はあ る と思 い
ます。 また、 コン ピュー タ化 す るこ とは、 ソフ トウェアに制 御 を委 ね るこ とで もあ ります。装 置や
機器 の安全性や信 頼性 は、 その 多 くを ソフ トウェアに負 うよ うに なって い ます。 ソフ トウェアの信
頼性 技術 は、満 足 され る状況 に あるか とい う問題が あ ります。安 全 を考 え られ る よ うにす る教 育 は
重要 だ と考 えてい ます。
個 人的 なこ とですが、 タッチ ・ダ イビン グを学生時代 に習 い ま した。や って いて よか った と感 じ
てい ます。 「情 報基礎 論」で も取 り入れ てい ます。 日本 語 を扱 うのに、 なぜ英 字の ダイ ビン グとい う
疑 問が でそ うですが 、英字の ダイ ビングが必 要だ と考 えて い ます。 巷 間、 グ ローバ リゼー シ ョン と
か、 ボー ダー レス とい うことが いわれ てい ます。 しか し、現実 には 言葉 の壁 が存在 します。壁 をな
くす努 力 をす るこ とは 日本 語 を尊重 しない こ とにはな らない と思 い ます。
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対象が文科の学生 とい うことがあ って、技術的 な内容 を敬遠する傾 向が双方 にあると反省 してい
ます。情報を考 えることに技術 的事項がすべ てとは思 いませんが、技術 的な側面 は無視すべ きでは
ない と思います。基本的、基礎 的な事項は取 り込む ように していきたい と考 えています。
(2)情報 の受 け手 と して
情報の氾濫する社会 は真偽の定 かでない情報が行 き交 う社会 でもあ ります。確かな、信頼 に足る
情報だけにはできません。 また、情報伝達速度のダイナ ミック ・レンジが広 いとい う特徴が あ りま
す。新 旧、真偽の入 り混 ざった情報の なかで身を処 していか ざるを僻 ませ ん。 情報の整理術、情報
の見分 け方が必要な時代です。 自分 な りの整理 ・加工術が伝 え られれば、 と考 えてい ます。
③ 情報の発信者 として
さまざまな伝達手段が可能にな りました。文字 だけでなく、画像や音で伝 えることがで きます。
自白を表現する技術、 コ ミュニケー トす る技術 を育てることが ます ます重要 になってきました。表
現内容 も含めて、講義のなかで考 えてい きたい と思 っています。
最後に、こんなに広 い守備範囲 をひ とりで守れ るか、 とい う懸念 も感 じます。専 門分野の異なる
先生方、数名がチームを組 んで1コ マ分 を分担す る、 とい う講義があって もいいの ではないか と思
い ます。情報 とい う得体の知れ ない怪物 と戦 うには、 そう悪い方法では ない と思います。 そ うい う
試みをや ってみたい と考 えています。
